
長野県権限代行区間（長野県東御市本海野地先）の
災害復旧工事における護岸工の不具合事象の発生について

＜不具合箇所の工事着手＞
(第３報)

令 和 ３ 年 ２ 月 ８ 日
北 陸 地 方 整 備 局 河 川 部

＜概要＞

令和元年台風１９号で被災した長野県東御市本海野地先における災害復旧工事に係る不具合に
ついて、１月２９日、受注者より、改善計画書の提出がありました。

これに基づき、本日、発注者監督員より受注者に不具合のあった護岸工の改造を請求し、再施工
に着手します。

再施工は、月曜日～日曜日の昼間施工で、早出残業（７時から１９時まで）の作業時間とし現時点
では６月上旬の完成を予定しています。

＜再施工にあたっての主な強化策＞

【受注者】 （別添－１）改善計画書（概要版）を参照。
○現場組織の強化として、元請業者は、河川工事の経験を有する技術者を配置する（０名→５名

に増員）とともに、現場の担当技術者を増員する。（７名→ ２２名に増員）
○元請業者の社内検査を行う品質証明員は、通常現場に常駐義務はないが、当現場では１名

を常駐させるとともに、新たに当該職務を確認するため、本社からの品質証明確認員１名を
定期的に派遣する。

○下請業者は、河川工事の経験者を配置する（０名→ ３４名に増員）とともに、大型ブロック張工
の経験者を配置する。（０名→ ２４名に増員）

○各工種の具体的作業手順を定め、工種毎に作成するチェックリストにより担当技術者が確認
する。また、不可視部分については、新たにウエアラブルカメラで作業状況を撮影する。

【発注者】（別添－２）監督体制強化方針（案）を参照。
○主任監督員を増員し（１名→２名）、監督体制を強化する。
○施工体制台帳の内容について主任監督員より、通常実施しないヒアリングを行う。
○段階確認項目等を追加するとともに頻度を増加する。

・不可視部分となる胴込コンクリートの施工途中の出来形・品質を新たに段階確認項目として追加。
・「法覆工」の段階確認の頻度を増加。（１回→約５０回（１区画毎に１回））

○新たに、本局企画部所属の技術検査官による施工体制点検を実施する。（１回／２ヶ月程度）
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（別添－２） 

 令和元年台風１９号千曲川権限代行区間（東御市海野地先） 

緊急復旧工事（その１）の再施工における監督体制強化方針【案】 

 

 

●監督体制強化の主な内容（監督体制強化対象工事に準じた対応） 

１．主任監督員の増員（監督体制強化） 

○主任監督員を１名→２名体制とする。 

 

２．施工体制台帳の内容のヒアリング 

 ○施工体制台帳の提出後、通常行わないが工事着手前に内容のヒアリングを実施。 

 

３．重点的な工事監督業務の実施 

 ○施工状況把握項目の追加【新規】 

項目；施工計画書どおりの施工がされているかの把握。 

頻度；工事着手時及び１回／１区画 

（※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲） 

 

○不可視部分となる胴込コンクリート施工途中の出来形・品質を段階確認項目に 

追加【新規】 

項目；法覆工（胴込コンクリートの出来形・品質について） 

頻度；１回／１区画 

（※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲） 

 

○工種毎の完了後の段階確認項目を頻度増【拡充】 

項目；基礎工、根固工 

頻度；１回／１工事 → 全断面／１工事 

（※全断面とは、等間隔に設定された基準断面すべての断面） 

 

項目；法覆工 

頻度；１回／１工事 → １回／１区画 

（※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲） 

 

○詳細は、（別添）重点的な「工事監督要領」を参照。 

 

 

●更なる強化体制 

４．施工体制点検【拡充】 

○内容；新たに、本局企画部所属の技術検査官による施工体制点検を実施。 

 ○頻度；１回以上／１工事 → １回／２ヶ月程度 
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■施工状況把握項目の追加【新規】

■段階確認項目の頻度増【拡充】

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

法線設置完了時 法線設置状況 法線の設置状況について設計図書と対比し確認する。
臨場または
写真（動画） 1回／1法面

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

覆土前
設計図書との対比

（不可視部分の出来形）
不可視部分について、覆土前に設計図書と現地で対比し確認する。

臨場または
写真（動画） 1回／1工事

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

設置完了時
設計図書との対比

（不可視部分の出来形）
不可視部分について、埋戻し前に設計図書と現地で対比し確認する。

臨場または
写真（動画） 1回／1工事

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

法線設置完了時 法線設置状況 法線の設置状況について設計図書と対比し確認する。
臨場または
写真（動画） 再度実施

施工段階
内 容 監督

備考
項目 留 意 事 項 方法 頻度

覆土によらず

設計図書との対比

（不可視部分でない
箇所も実施）

設計図書と現地で対比し確認する。
臨場または
写真（動画） 1回／１区画

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

設置完了時
設計図書との対比

（不可視部分の出来形）
不可視部分について、埋戻し前に設計図書と現地で対比し確認する。

臨場または
写真（動画） 全断面

・護岸法線
＜通常工事＞

＜本工事＞

・基礎工及び根固工の設置完了時
＜通常工事＞

＜本工事＞

・法覆工
＜通常工事＞

＜本工事＞

※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲

※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲

■段階確認項目に追加【新規】

※１区画とは、小段及び基礎工と隔壁に囲まれた範囲

令和元年台風１９号千曲川権限代行区間（東御市海野地先）緊急復旧工事（その１）

重点的な「工事監督要領」

施工状況把握
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

胴込コンクリート打設時
大型ブロック据付時

胴込コンクリート打設状況
大型ブロック据付状況

施工計画書どおりの施工されているかの把握。（大型ブロック設置状況、
胴込コンクリートの打設順序・充填状況、運搬時間、気温、養生状況）

把握
工事着手日及び
1回／1区画

施工段階
内 容 監 督

備 考
項 目 留 意 事 項 方 法 頻 度

胴込コンクリート1区画の
中位程度の高さ

設計図書との対比
（不可視部分の出来形）

不可視部分となる胴込コンクリートの施工途中の出来形・品質について
設計図書と対比して確認する。

臨場または
写真（動画） 1回／1区画

・胴込コンクリート
＜本工事＞

・法覆工
＜本工事＞
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